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〈書評論文〉

ス ポ ー ツ のパ ラ ドクス

Fair an

         D.Stanley Eitzen, 
d Foul: Beyond the Myths and Paradoxes of Sports. 

 (Rowman & Littlefield Publishers, 1999)

久 保 田 智 行

は じめに

「スポーツ」と呼ばれる社会制度があるとすれば、それは現代の社会空間において極めて大きな比

重を占めているが、一般的に考えられているように純粋なスポーツ制度としての領域を持っているわ

けではない。組織やルール等のように見かけ上は明確な境界をもっているが、実際には非常に多くの

トピックスを包含していて、その境界は重層的で極めて曖昧である。そのみせかけの明確さゆえに、

時としてフーリガンが暴れたり、オリンピック等国際大会に関連して政治権力が介入したりするたび

に、スポーツがその他の領域、日常生活 ・政治 ・経済などの権力に侵されたとして論争が巻き起 こる

のである。つまり、スポーツを確固とした社会制度として想定してしまうこと自体に問題があると思

われる。そのようなスポーツを、ではどのように捉えたらよいのだろうか。そのひとつの視点を示唆

するものとして本書の試みをとりあげてみたい。著者のエイツェンは、アメリカのスポーツ社会学者

であるが、社会的不平等や権力 ・セクシャリティー ・犯罪論などにも取り組んでいる。本書でも、ス

ポーツに伴う神話を縦軸に、階層 ・ジェンダー ・エスニシティを横軸に米国スポーッ論を展開してい

る。

本書は全部で11章 から成っている。一般的にスポーツマンシップと呼ばれる、スポーツは本来こう

あるべきだという道徳的スポーッ認識と、スポーツの実践現場で形成される独自の習慣(サ プカルチ

ャー)の 間にはズレが生じている。後者は勝利至上主義に囚われて前者をしばしば逸脱するために、

現代のスポーツにおいて前者は内容を伴わない神話と化している、というふうに著者は主張していく。

著者の意図は、前者の神話を現実化していくことにあるのだが、ここで注目したいのはその提案では

なく、スポーツのパラドクスを、多方面の言説を通して描き出していることである。特に米国の興行

大学フットボールを引き合いに出しながらその両義的な特徴の相克を導き出す。
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ここで 各章 の 表 題 をみ て お く。1章 ス ポー ッ のあ い ま い さ;全 体 の概 観 。2章 スポ ー ツ によ る結

束 と分 離 。3章 ス ポー ツ的 シンボ ル の両 義 的な 利 用;名 称 、ロゴ、マ ス コ ッ ト、そ して 応援 旗 。4章 フ

ェ ア プ レー と反 則 。5章 ス ポー ツ に よ る健康 と害 。6章 自由表 現 と して の スポ ー ツ と統 制 と して の ス

ポ ー ツ。7章 民 主 主義 的 理想 と学 校ス ポ ー ッ。8章 興行 大 学 スポ ー ツ の両 義性 。9章 社会 的 成功 へ

の道:神 話 と現 実。10章 プ ロス ポー ツに お ける フ ラ ンチ ャイ ズ:地 域 の ため の チー ム と個 人 的 ビジ

ネ ス と して のチ ー ム。11章 ス ポー ツ 改 善 に向 け た試 論。 以 上 の議 論 は米 国 の ス ポー ツ を 、そ の 中で

も特 に人 気の あ る ア メ リカ ン フ ッ トボ ー ル を念 頭 にお いて いる ので 、 具体 例 と して8章 を取 り上 げ る

こと は避 け られ な いだ ろ う。 そ の うえで 、そ の な かで 描 かれ る 、 人 々に信 じ られ て いる スポ ー ツ の神

話 を、 各 章 を参 照 に しな が らそ れ に対 す る スポ ー ツ現 場 にお け る現 実 と比較 させ て取 り上 げ る。 そ の

の ち にそ のよ うな道 徳 的 認識 とス ポー ツ研 究 の 関係 を探 り、 この よ うな研 究 の 意義 につ いて 考 え てみ

た い。

両義的な興行大学スポーツ

大 学 ス ポー ツに 関 して は 、特 に8章 で 詳 しく触 れ られ て い る。 そ こで は 大学 ス ポ ー ツの現 状 が 教 育

の理 念 と共 存 して いる か と 問 いを発 す る。 ア メ リカで は 、バ ス ケ ッ トボー ル(NBA)や ア イ スホ ッケ

ー(NHL) 、 ベー スボ ール(MLB)、 ア メ リカ ン フ ッ トボ ー ル(NFL)な どが プ ロス ポー ツ と して 人気

で あ る。 そ れ らの準 備 段 階 と して大 学 が あ り、 大学 ス ポ ー ツ も人気 を博 して いる。 ア メ リカ ン フ ッ ト

ボー ル は大 学 ス ポー ツの 花 形で あ り、 日本 の高 校 野球 な ど とは 比 べ物 にな らな いほ どで 、地 域 の住 民

た ち の誇 りとな っ て いて 、独 立 した興 行 と して も成 り立 っ て い る。 そ の よ うな 大 学 スポ ー ツ には マ ス

メデ ィア を介 して膨 大 な 資 金が 流 入 して お り、大 きな ビジ ネス とな って い る。これ に よ って 大学 側 は 、

他 の大 学 との競 争 力 をつ け る ため に経 済 的 努 力の 必 要 に迫 られ る。優 秀 な コー チ が 招聰 され 、最 新 の

施 設 が整 備 され る。そ れ は 「スポ ー ツ軍 拡 競 争」 と喩 え られ る ほ どで あ る。 しか し実 際 は、 一部 の成

功 を 除 いて ほ とん どの大 学 で ス ポー ツ プ ロ グラ ムは 赤字 で あ る。 そ の赤 字 は 、税 金 、寄 付 金 、そ して

何 よ りも学 生 が払 う学 費 によ っ て賄 わ れて いる ので あ る。 エ イ ツ ェ ンは 、そ の 商業 主 義 の行 き過 ぎた

現 状 を鑑 み 、 問題 点 を 次 々 と提 示 して い く。

まず 、大 学 生 プ レー ヤー(ア ス リー ト)た ちが 置 か れて いる状 況 を指 摘 す る。 大 学 生 アス リー トの

学 業 成績 は他 の学 生 の それ と比 べて 一般 に悪 い。 そ れ は彼 らが も と も とアス リー ト奨学 生 と して入 学

した た め に学 業へ の準 備が 足 りな い とい う こ と もある が 、そ れ よ りも彼 らには 「ア ス リー ト」 と して

ス ポー ツ への 多 大 な時 間 と労 力 が 要求 され 、学 生側 もコー チ 側 も彼 らの 「学 生 」役 割 を お ざな りに し

て しまい が ちだ か らだ と説 明す る。 い くつか の研 究 によ る と、 彼 らは様 々な 要 因 に よっ て アス リー ト

と して 社 会化 され 、独 特 のサ プ カ ルチ ャー を形 成す る とい う。 そ の規 範 内 にお い て学 業 は軽 視 され て
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しまう。その結果、彼らの卒業率は一般の学生に比べて低くなる。学校側も、期待するアスリー トに

は簡単に単位を取得できるコースを用意したり、テス トでカンニングさせたりするなど様々な方法で

「成績」を準備する。このように 「出来の悪い学生アスリー ト」が構築されていくのである。これが

「アスリー トは頭が悪い」という認識を作 り上げる、というような再生産構造になっている。もちろ

ん、個々人によって状況は異なるのではあるが、学生アスリー トはこのようにして 「学生」としての

身分を剥奪されてしまう。また、その莫大な予算にもかかわらず、大学スポーツを演出する主役であ

るはずの学生アスリー トには報酬がほとんどない。アスリー ト以外の学生も、高額なチケットを購入

することはできずにスタジアムで自分たちの「仲間」が活躍する試合をみることはなかなかできない。

このように、その担い手であるはずの学生が自分たちのスポーツから疎外されている。

次に、ジェンダーの視点から大学スポーツを捉えなおしてみるとどうか。米国では、1972年 に 「第

九条」が議決された。これは、60年 代の市民運動を受けて学校スポーッにおける男女の機会均等を規

定したもので、この議決以後女性への奨学金枠が拡がる等種々の改善がみられた。しかし大学スポー

ツに関する限り、アスリー トの中で女性が占める割合、予算、コーチの報酬等を例として、依然女性0

に不利な状況だという。男性フットボールは興行による収入をもたらし、それによって女性スポーツ

をサポー トするといわれているが、そのような事実はない。このようにエイツェンは、主に経済的な

機会が男女間で実際には不平等であることを指摘しようとする。

本書においてエイツェンは、スポーッの道徳的な本来の姿は、実践 ・習慣によってその実質を奪わ

れた神話と化しているのでその実質を取り戻すべきだと主張する。,ここでは、エイツェンが理想とす

る 「フェアな」スポーツ像を、神話として最初に指摘 し、のちにそれと対比させるかたちでスポーツ

の実践現場で形成される逸脱的習慣を描きだし、それ らのせめぎあいを指摘したい。これは著者の意

図と必ずしも一致するわけではないが、より理解が深まるための適切な読み替えと私は考える。もち

ろんこれらがすべてというわけではないし、それぞれが独立して社会的な意味をもつわけではないこ

とを念頭においてほしい。

パラ ドクスの具体例:ス ポーツの 「神話」と実践

まず、「スポーッは社会的紐帯を深める」という神話について。多数の国家や地域が参加するような

スポーツイベントは、その国家や地域の人々に交流の場をもたらし、相互理解を深める機会になる。

また、1936年 のベル リン五輪におけるドイッのように、国内の結束を固める役割も果たす。しかし、

スポーツは人々を分離する方向にも働く。本書では南アフリカが例にあげられている。アメリカ国内

に目を向けてみると、やはり両方向に働いていることがわかる。エイッェンは、社会秩序を構成する

大きな三つの要素、社会階層、人種、そしてジェンダーを軸に調査を行い、それを確認し、そのうえ
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で あえ て分 離 作用 に重 点 をお い て言 及 す る。 ス ポー ツ は あ らゆ る階 層や 人 種 の垣 根 をな くす 、 とよ く

いわ れ るが 、 エイ ツェ ン はそ の反 例 を あ げる。 これ が彼 の 「暴 露 」 の方 法 で あ る。 階層 につ いて は後

に触 れ るの で 、 こ こで は人 種 を と りあ げる 。主 に白 人が 通 う郊 外 の 高校 と、主 に黒 人や ス ペイ ン系が

通 う都 心 の 高校 によ る試 合 で は、 頻繁 に差 別 的 発 言や 暴 力が な され る。複 数 の 人種 が 入 り混 じっ たチ

ー ム の場 合で も、 白人 は 、 オ フェ ンス や頭 を使 った り リー ダー シッ プを発 揮 した りす る ポ ジ シ ョン に

つ き、 黒 人は デ ィ フェ ンスな どの大 き な体 格 ・ス ピー ド等 を必 要 とす るポ ジシ ョンに つ く ことが 大 半

で ある。 個 々 のチ ー ムや 選 手 に よ り多 少の 違 いが あ る にせ よ 、 「人種 に よ って 生れ 持 っ た能 力 は違 う」

と い う認 識 が実 践 されて いる ので あ る。

二 番 目 に 「スポ ー ツ シ ンボル は 連帯 の証 で ある 」 と い う神 話 につ いて。 スポ ー ツチ ー ム の名 前や 使

用 す る ロ ゴ、 マス コ ッ ト、応 援 旗 な ど は、そ れ を使 用 して共 通 の体 験 を経 験 す る こ とに よ って 、そ の

チ ー ムの 構成 員(プ レー ヤー だ け でな く、 フ ァ ンや 住 民 、学 生 、そ して運 営者 な ど も含 む)の アイ デ

ンテ ィテ ィや 統 合 の象 徴 とな る。 しか し実 は、 多 くの 場合 そ れ らはマ ー ジナ ル な人 々(例 え ば ネー テ

ィブ アメ リカ ンや ア フ リカ ンア メ リカ ン、女性)を 潜在 的 に 「他 者 」 として差 異 化 し既 め て い る とい

う。 エ イ ツ ェ ンは、 女性 スポ ー ツチ ー ム の呼 び名 に関す る研 究 をベ カ ・ジ ンと と もに行 って い る。そ

の研 究 に よる と、多 くの場 合 は女 性 チー ム の 名称 は男 性 チ ー ムの 名称 か ら派生 して いて 、 付属 物 の よ

うな 印 象 を与 え る。 それ には様 々な パ ター ンが あ る のだ が 、例 え ば 、男性 のス ポ ー ツチ ー ムの 名称 が

W皿dca1sで ある の に対 し、女性 チー ム の名 称がWildkmensで ある 。 また 、男 性 は 勇猛 で 、攻 撃 的 なイ

メー ジ と結 び つ く名 称(例 え ばバ ッフ ァー ロー ズや プ ラ ックホ ー ク スな ど)が 用 い られ る の対 し、女

性 は かわ い ら しさ、優 美 さ な どが強 調 され る。この よ う に人 々の ア イデ ンテ ィテ ィ と して の名 称 に も、

女 性 に対 す る あ る価 値 観 が 反映 され て いる。 つ ま り、 「スポ ー ツ にお いて 男性 と女性 は役 割 が異 な る」

とい う習 慣 的意 識 が 形成 され て い る こ とを指 摘 して いる 。

次 に、 「社 会 階 層 の 流動 化 の 契 機 と して の ス ポー ツ 」 とい う神 話 に つ いて 。 ア メ リカ は 、 業績 主 義

に基 づ い た実 力 社会 で 社 会階 層 の移 動 が 比較 的容 易 で あ る といわ れ る 。特 にス ポー ッ は社 会 的地 位 上

昇 の絶 好 の機 会 と考 え られ て い る。 優 れ た身体 能 力 の持 ち主 は 、奨 学金 を得 て ア ス リー トと して 大 学

に進 学 す る こ とがで きる。 プ ロゴル フ ァー の ダイ ガ ー ・ウ ッズや 、 プ ロバ ス ケ ッ トボ ール 選 手 マイ ケ

ル ・ジ ョー ダ ン らの 威光 は、 貧 しい環境 で 育 った 黒 人 も、 み ずか らの能 力 と努 力次第 で社 会的 地 位 を

つか む ことが で き る、 と い う 「ア メ リカ ン ・ドリー ム」 の 象徴 で あ る。 こ こでエ イ ツ ェ ンは 、 い くつ

かの 根 拠 をあ げ てそ の 「ア メ リカ ン ・ドリー ム」が 現 実性 の 乏 しい神話 で しか な い こと を暴 いて い く。

こ こで は、 ス ポー ツが いか に階 層 の移 動 や維 持 に 貢献 して い るか に言 及す るが 、 スポ ー ツが 階 層移

動 の 契機 とな って い る こ とを 認 めな が らも、 多 くの場 合 は現 状 維 持 、 ある い はそ の強 化 に働 く こ とを

指 摘 す る。 こ こで 面 白 い指 摘 は 、人 種 と関連 して どの よ うに階 層 が維 持 され て い るか を説 明 した 部分

で あ る。 ご く少 数 者 に しか 可能 性 が な い とい う事実 に も関わ らず 、黒 人 の3分 の2以 上 の少 年(少 女
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は含まれない)が 、将来自分はスポーツで成功すると考えている。つまりスポーツを通した社会的成

功は彼らの 「夢」として実在している。彼らは、アスリー トになるために少年 ・青年時代を通してス

ポーッに心血を注いで努力する。しかし次第に選別が行われる中で、彼らの大半は挫折する。そこで

ふと考えてみると自分にスポーツ以外の能力、特に政治的 ・経済的な能力が備わっていないことに気

づく。その結果、黒人は身体的能力には優れているが頭脳の能力では劣る、という認識が強化されて

いく。「マイケル ・ジョーダン」が活躍すればするほど、この循環は強化されていくという皮肉な循環

に陥っているのである。このように、スポーツは社会的成功への可能性をわずかでも(わ ずかだから

こそ)提 供することによって、社会秩序の安定化に貢献 している。

その他にも、「スポーツを通して、子供はフェアプレー精神を学び一人前の大人に成長する」という

一般的な神話に対する 「勝利のためには非人道的な行為もやむを得ない」という習慣的認識、「自主性

を育てるスポーツ」に対する 「アスリー トの厳格な管理」等のパラドクスを多数指摘し、スポーッマ

ンシップを重視する理想的な 「フェアプレー」を無視するような、実践的 ・習慣的な 「反則行為」の

横行に疑問を投げかける。

スポーツの改善にむけて

そのような問題意識か ら、エイツェンはその改善点と方法をいくつか提案する。.反道徳な行為を導

く勝利至上主義の是正 ・アスリー トの自主的統制による遊び性の回復 ・エ リー ト主義ではなくみんな

に開かれたスポーツへ ・教育の理念と両立する大学スポーツのありかた ・ジェンダー間のさらなる平

等 ・特に指導的立場つまり社会的に威厳が高い地位を占める割合の人種間での平等 ・個人の所有する

スタジアムに公的援助を行うというフランチャイズの問題 ・観戦費高騰の抑制。これらの問題を解決

することによって、もっと面白く、包括的で倫理的なスポーツのあり方が可能だという。その具体化

のためには、スポーツが人間により構築されたものである以上、人間の手によって再構築され得ると

いう認識から、人々が直接その変革に関わっていくことが必要であるとする。それは、ファンとして

の個人のレベル、スポーツ組織内部に携わるレベル、地域の住民としてのレベルで考えられる。その

ように様々な立場か ら自覚的に関わっていくことによってスポーッは変わっていくことができるとい

う。

このような主張は、社会統制的観点からすると当然であり、多くの人々にとって望ましいものであ

ろう。スポーツは今後も組織化の度合いが益々進展し、より多くの人々が何らかの組織に組み込まれ

ていくことだろう。そういった状況で、エイツェンが指摘する問題点はますます緊急の課題となるは

ずだ。これまでの歴史を振り返っても、民主的な問題意識を持った人々の努力によってスポーツがよ

り多くの人々へとその門戸を開いてきたことは否定できない。しかしその中で、新たにマージナル化
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され る 人々 が 出現 し、マ ー ジ ナル な行 為 が構 築 され て き た こと も確 か で あ る。 そ の よ うな 人 々や行 為

に もエイ ッ ェ ンが注 意 を向 けて いる ことは確 か で あ るが 、彼 の 論理 で は 、そ れ らは不 完全 な民 主化 の

犠牲 者 と して位 置付 け られ て いる。 マー ジ ナル な もの を マー ジナル と して片 付 け て し まって い る よ う

に も とれ る。 この よ うな視 点 で 、 「ス ポー ツ の改 善」 が 本 当 に望 め る のだ ろ うか 。

結びにかえて スポーツのパラ ドクスー

現 代 の興 行 ス ポー ツ にお いて は、勝 利 至 上主 義 が横 行 し、階 層 ・ジ ェ ンダー ・人種 とい う切 り 口か

ら診 断 して み て も、既存 の不 平等 は 強化 され る保 守的 な 傾 向 にあ る。そ れ は 、全 人 類 に開 かれ て お り、

す べ て の 人々が これ を享 受 で き る包括 的 な も ので あ る、 とい う普遍 的 な ス ポー ツ の理 想 像 と スポ ー ツ

の表裏 の関係 に ある。 この パ ラ ドク スは 普遍 的 スポ ー ツ像 を求 め るよ う方策 を と って い く こ とで解 決

され る はず だ。 エ イ ツ ェ ンの主 張 は以 上 の通 りで あ る。

ス ポー ツ とは、 身体 活 動 の 中の ごく一 部分 で あ る。 しか しそ れ は単 な る身 体活 動 で は な く、 フ ェア

プ レー ・公 平 ・人格 形 成 とい った 、 ある程 度 統 一 され た 「聖 書 」 に基 づ いた 行為 で あ る。 エ イ ッ ェ ン

は本 書 にお いて 、マ ル テ ィ ン ・ル ター のよ うにそ の よ うな 「聖 書 」 を解 読 し、ス ポ ー ツの 「世俗 化」

を非 難 し、「宗 教 改革 」を試 み た と い って もい いだ ろ う。 この よ う に考 え る と、エ イ ッ ェ ンの指 摘 は 内

在 的 な もの にと ど まっ てお り、 スポ ー ツそ の もの を客 観 的 に捉 え きれ て い な い こ とにな る。 そ れ に よ

りス ポー ツ の 「世俗 化 」 の 内容 まで深 く洞察 す る こ とは で きて いな いよ うに思 わ れ る。 つ ま り、 エイ

ツェ ン の指摘 自体 が 「神 話」 にな って いる のだ 。

で はそ の 「世俗 化 」は どの よ う に して 捉 え る こ とがで きる のか 。本 書が ス ポー ッの 「神 話 」的側 面 、

「フ ェ アな」 側 面 を強 調 した もの で ある とす る と、 逆 に 「フ ァウル の 」側 面 を う ま く描 き出 した著 書

が あ る。イ ング ラ ン ドの 、「フー リガ ン」と呼 ばれ る 暴 力的 サ ッカー フ ァンへ の フ ィール ドワー ク を も

とに した ビル ・ピュ フ ォー ドの著 書 『フー リガ ン戦記 』1で あ る。 これ はイ デ オ ロギ ー的 な ス ポー ツ研

究 の限 界 を乗 り越 える ため の 示唆 を我 々 に与 えて くれ る。 彼 は社 会学 者 で は な く、 使わ れ る概 念 には

曖 昧 さが 多 くみ られ る が、サ ッカー の 周辺 で 起 こ る 「群集 暴 力 」につ いて 、「フー リガ ン」 と行 動 をと

も に しなが ら生 き生 き と詳 細 に記 述 し、 考察 を深 めて い く。 彼 は 「フー リガ ン」 の視 点 か ら暴 力 を記

述 す る こ とに よ って 、エ イ ツ ェ ンの依 拠す る側 面 とは 異質 な 、「フー リガ ン」的 習慣 をわ れわ れ に 示 し

て くれ る。そ こで は 、ナ シ ョナ リズ ムや 男性 至 上主 義 と結 び つ いた 暴 力へ の欲 求 が、 「穏 健 な」周 囲 の

人 々か ら拒否 され る こ とに よ って さ らに強 め られ る。 「暴 力」は、む しろ彼 ら 「フー リガ ン」の ア イデ

ンテ ィテ ィ と さえな って い る感 さ えあ る。そ の暴 力 は一 見 ス ポー ツ と関 係 な いよ うだが 、「フー リガ ン」

1ビル ・ビュ フ ォー ド 『フー リガ ン戦 記』 北 代 美和 子訳
、 白水 社 、1994年 。
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はサ ッカ ー と い うス ポー ツ を契 機 に して お り、そ の 暴 力に よ って確 か にイ ング ラン ドの ス ポー ツ の一

面 を形 づ くって い る。

ピュ フ ォー ドは 、 ジェ ンダー ・社 会階 層 ・人種 な ど の切 り口 を用 いて い る と ころ はエ イ ツェ ンと共

通す るが 、そ の 準拠 点 は ま った く逆 で ある 。 エイ ツ ェ ンが 「フ ェア」 に依拠 す る の に対 し、 ピュ フ ォ

ー ドは 「フ ァ ウル」 に依 拠す る。 ノルベ ル ト ・エ リア スが い うよ うに、 暴 力は 近 代化 とと もに 次第 に

国家 を中心 と した 中央権 力 に統 制 され る もの とな っ て いっ た。 ス ポー ッ実践 の 場 にお いて 、身体 を使

って相 手 と競 争 す る とい う性 質 上 、 常 に暴 力 と隣 り合わ せ で あ るが ゆ え に、人 々はそ の行使 を強 く抑

制 す る こ とを強 い られた 。抑 制 を欠 いた 身 体 の使 用 は スポ ー ッか ら排 除 されて い く。 しか し、 ビュ フ

ォー ドを通 して 、 そ のよ うな抑 制 的 な スポ ー ツか らは じき出 され る 身体 活 動形 式(彼 が 「絶 対 な る完

全性 の体 験 」「ドラ ッグ の感 覚 に似 た体 験 、意識 を停 止 す る瞬 間 と して の暴 力 」と呼ぶ 形 式)を 我 々 は

知 る こ と とな る。そ れ らは 一般 的 に 「ス ポ ー ツ」 に は含 まれな い。サ ッカ ーの 試 合 に付随 す る 、 スポ

ー ツか らは逸 脱 した 、非 理性 的 なサ ッカ ー フ ァ ンの暴 挙 とい うほ どに しか 認識 されな い。 エ イ ツ ェ ン

も、「フー リガ ン」は スポ ー ツが 進 歩す る うえで の 負 の遺 産 とい うふ うに考 え るだ ろ う。私 自身 も 「フ

ー リガ ン」 の行 動 を評価 し
、彼 らの価 値 を 認め る とい って い るわ けで は な いが 、 スポ ー ツ研究 にお い

て 、 ヒュ ー マニ ズム とい う安 易 な イ デオ ロギー の 流用 に頼 らな い ため には 、 こ うい った 「フ ァウル 」

の 身体 活動 に注 目す る こと は無 駄で はな い と思 わ れ る。

もち ろ ん 、ス ポー ッに 関す る神 話 は意 味 の な い もので は な いが 、選 手 、 コー チ 、 フ ァン 、そ の他 の

人 々 ひ と りひ と りに よっ て異 な っ た受 容 の され 方 を され る 、 あ いま いな 存在 で あ り、 それ は個 々 の文

脈 を通 して のみ 認識 可 能 とな る。 ス ポー ツ とい う行為 は、 エイ ツ ェ ンが漠 然 と想定 す る よ うな理 想 の

実践 な の で はな く、そ の よ うな 理想 的 ス ポー ツ像 と、人 々 がそ れ を受 容 しな が ら必 要 に応 じて実 践 し

て い く行為 、 そ のせ め ぎ あ いの 中 で こそ あ らわ れ て く る もので あ る。 そ の 中で フ ェア とフ ァウル の 境

界 も流 動的 とな る。

神 話化 した ス ポー ッ研 究 を実 質 あ る もの にす る ため には 、 ピュ フ ォー ドのよ うな視 点 にた つ こ と も

必 要 か と思 われ る。 つ ま り、 パ ラ ドクス を逆 の 方 向か ら眺め て み る とい う作 業 で ある 。そ の よ うな作

業 によ って 、我 々は ス ポー ッ研 究 をよ り人間 の深 み に関連 させ る こ とがで きる ので は な いだ ろ うか。

い ずれ に して も、 スポ ー ッ を 内在 的 に捉 え て い く とい う作 業 は第 一 歩 と して必 要 な 作業 で あ る。 ス

ポー ツ のパ ラ ドクス を う ま く引 き出 して い る本 書 は、 ス ポー ッ を様 々 な立 場 か ら多元 的 に捉 え るた め

の足 がか り と して 、 スポ ー ツ研 究 の 新 たな 展 開 に大 い に 資す る もの と思わ れ る。

(くぼ た と もゆ き ・修 士 課 程)
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